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「
新
老
人
の
会
」
で
は
、
全
国
の
支
部
・
本
部
主
催
で
日
野
原

重
明
先
生
の
講
演
と
音
楽
を
組
み
合
わ
せ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
の
発
足
時
か
ら
全
国
各
地
、
海
外

も
含
め
て
通
算
三
三
四
回
に
及
び
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
、
二
〇
〇
七
年
（
全
国
の
会
員
数　
六
〇
三
八
人
）

に
開
催
し
た
静
岡
支
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
新
し
い
生
き
方
の
モ

デ
ル
と
な
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
日
野
原
先
生
の
お
話
と
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
幼
稚
園
児
か
ら
お
母
さ
ん
た
ち
ま
で
世
代
を
繋

ぐ
合
唱
で
し
た
。
さ
ら
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
日
野
原
先
生
が
指
揮

を
と
り
一
〇
〇
人
の
「
ふ
る
さ
と
」
大
合
唱
で
し
た
。

　

先
生
は
、
こ
の
こ
ろ
九
十
六
歳

で
し
た
が
、
朝
早
く
新
横
浜
を

発
っ
て
浜
松
へ
赴
き
、
午
前
中
に

小
学
校
で
の
「
い
の
ち
の
授
業
」、

午
後
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
講
演
、

夜
は
会
員
交
流
会
と
大
活
躍
で
し

た
。

　
「
い
の
ち
の
授
業
」
も
フ
ォ
ー
ラ

ム
も
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
を
受
け
、

夕
方
の
ロ
ー
カ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
で

速
報
さ
れ
、
翌
日
の
朝
刊
に
は
写

真
入
り
で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
は
、
浜
松
ア
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
・
ホ
ー
ル
に
一
五
〇
〇
人

の
聴
衆
を
迎
え
て
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

の
舞
台
で
花
束
を
受
け
取
ら
れ
た

笑
顔
の
先
生
。
市
立
小
学
校
で
の

授
業
は
、
取
材
の
カ
メ
ラ
に
取
り

囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

日
野
原
先
生
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

日野原重明記念
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人
口
の
中
で
六
十
五
歳
以
上

が
占
め
る
割
合
を
示
す
高
齢
化

率
は
二
八
・
三
％
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
や
、
多
く
の
地

域
で
三
〇
％
を
超
え
て
い
ま

す
。
そ
の
最
先
端
を
ゆ
く
日
本

へ
世
界
中
か
ら
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
日
本
の
高
齢
化
の

要
因
は
、
高
度
な
医
療
制
度
に

加
え
、
シ
ニ
ア
個
人
の
長
寿
に

対
す
る
意
識
が
非
常
に
高
く
、

食
事
や
運
動
、
頭
を
使
う
こ
と

な
ど
健
康
に
対
す
る
自
己
努
力

の
結
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
か
つ
て
健
康
長
寿
は
遺
伝
的

要
素
が
強
い
と
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
今
で
は
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
」
即

ち
社
会
と
の
繋
が
り
の
維
持
が

最
も
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
年
齢
と
と
も
に
体
力
や

気
力
が
減
退
、
行
動
範
囲
が
狭

ま
り
人
と
の
接
触
が
減
り
、
社

会
と
の
接
点
が
ど
ん
ど
ん
縮
小

さ
れ
て
い
く
…
そ
れ
に
ど
う
対

処
し
て
ゆ
く
か
が
幸
せ
な
長
寿

を
楽
し
む
た
め
の
大
き
な
課
題

な
の
で
す
。

　

社
会
の
高
齢
化
と
と
も
に
、

も
う
一
つ
急
速
に
進
ん
で
い
る

の
が
社
会
の
情
報
化
で
す
。
今

や
社
会
生
活
の
イ
ン
フ
ラ
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
主
体
と
な
り
、

我
々
シ
ニ
ア
の
周
辺
に
も
た
く

さ
ん
の
情
報
機
器
が
溢
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
シ
ニ
ア
は
情

報
技
術
の
活
用
に
は
縁
が
遠
い

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
や

シ
ニ
ア
に
こ
そ
情
報
技
術
の
活

用
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
台
風

に
よ
る
停
電
の
と
き
、
ス
マ
ホ

か
ら
得
る
情
報
と
友
人
た
ち
か

ら
の
メ
ー
ル
で
、
私
は
Ｉ
Ｔ
の

重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
「
新
老
人
の
会
」
で
は
七
年

前
、
日
野
原
先
生
が
一
〇
〇
歳

の
時
に
、
先
生
の
発
案
で

Facebook 

を
始
め
ま
し
た
。

「
ス
マ
ー
ト
シ
ニ
ア
・
ア
ソ
シ

エ
イ
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｓ
Ａ
）」
と

い
う
会
員
限
定
グ
ル
ー
プ
の
中

で
、
平
均
年
齢
七
十
歳
を
超
え

る
全
国
の
会
員
た
ち
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
繋
が
っ
た
の
で

す
。Facebook 

上
に
毎
朝

載
せ
ら
れ
る
日
野
原
先
生
の

【
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
】
に

は
世
界
中
か
ら
ア
ク
セ
ス
が
あ

り
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ａ
は
、
新
体
制

に
変
わ
っ
て
か
ら
も
継
続
さ

れ
、
会
員
同
士
の
交
流
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
全
て
の
シ
ニ
ア
が
ネ
ッ
ト
で

繋
が
り
、
社
会
か
ら
孤
立
孤
独

に
な
る
こ
と
な
く
、
健
や
か
な

高
齢
化
社
会
と
な
る
時
代
が
も

う
目
の
前
に
来
て
い
ま
す
。

「
新
老
人
の
会
」
は
、
情
報
化

社
会
時
代
の
中
で
シ
ニ
ア
が
安

心
・
安
全
に
情
報
技
術
を
活
用

す
る
、
高
齢
化
社
会
の
モ
デ
ル

と
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

※
S
S
A
に
つ
い
て
は
「
新
老
人
の
会
」

東
京
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
こ
そ
情
報
技
術
の
活
用
を

　 

　
「
新
老
人
の
会
」
Ｓ
Ｓ
Ａ
代
表　

牧　
　
壮

牧　
　
壮
（
ま
き　
た
け
し
）

一
九
三
六
年
生
ま
れ
。
六
十
三
歳
か
ら
十
三

年
間
マ
レ
ー
シ
ア
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
施
。
七
十
五

歳
で
帰
国
後
、
日
野
原
重
明
先
生
と
出
会
い
、

「
新
老
人
の
会
」
で
のFacebook
を
立
ち

上
げ
、
そ
の
運
営
母
体
で
あ
る
Ｓ
Ｓ
Ａ
（
ス

マ
ー
ト
シ
ニ
ア
・
ア
ソ
シ
エ
イ
シ
ョ
ン
）
を

設
立
。
現
在
、
一
般
社
団
法
人
ア
イ
オ
ー
シ

ニ
ア
ズ
ジ
ャ
パ
ン
代
表
理
事
を
務
め
る
。
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武
蔵
野
う
ど
ん
教
室

　
武
蔵
野
台
地
で
採
れ
た
小
麦
で
作

ら
れ
た
腰
の
あ
る
麺
を
濃
い
目
の
漬

け
汁
で
食
べ
る「
武
蔵
野
う
ど
ん
」。

　
「
新
老
人
の
会
」
で
は
二
〇
一
四

年
か
ら
、「
う
ど
ん
作
り
」
を
通
し

て
多
摩
地
区
の
会
員
の
「
う
ど
ん
交
流
会
」
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
現
在
で
は
会
員
が
教
え
る
立
場
に
な
り
、

八
王
子
の
公
共
施
設
で
隔
月
の
土
曜
日
に
「
武
蔵
野
う

ど
ん
教
室
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
ご
家
族
や
お
友
達
を

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
武
蔵
野
う
ど
ん
三
郎
塾　
関
谷
真
一
（
建
築
家
）

■
お
問
合
せ
：
０
９
０
‐
８
６
４
２
‐
７
７
１
７
（
関
谷
携
帯
）

■e-m
ail

：city_sekiya

＠yahoo.co.jp

日
野
原
先
生
の
著
書
を
読
む
会

　
日
野
原
先
生
の
著
書
を
読

む
こ
と
。
こ
れ
は
「
新
老
人

の
会
」
会
員
の
私
た
ち
に

と
っ
て
は
必
修
科
目
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ご
一
緒
に
楽
し
く
読
み
つ
な
い
で
参

り
ま
せ
ん
か
。
三
〇
〇
冊
以
上
の
ご
著
書
…
さ
て
私
た

ち
は
こ
れ
か
ら
何
冊
読
め
る
で
し
ょ
う
か
。
先
ず
は『
生

き
て
い
く
あ
な
た
へ
』
か
ら
。

■
場
所
‥
一
番
町
進
興
ビ
ル
2
階
会
議
室

■
日
時
‥
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
の
予
定

（
状
況
を
み
て
次
号
の
会
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

■
申
し
込
み
‥
不
要

※
本
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊初めてご参加される方はお問い合わせください。
　TEL 080-7310-5050（平日 10：00 ～ 15：00）
サークル名 会　場 開催日 時間

源氏物語講読会

一番町進興ビル2Ｆ
会議室

第2木曜日 13:20～14:50
自分史 第2火曜日 13:30～15:00
丹田 第2･4火曜日 11:00～12:30
日野原先生の
著書を読む会 第4木曜日 14:00～　　　

いきいき健康体操
通常どおり

第2･4木曜日 10:15～12:00
オリンピックで
民間外交 第1･3月曜日 14:00～15:30

さっそうクラブ 第1･3火曜日 13:30～15:30
コーラス トイスラーホール 月1~2回月曜日 10:00～11:30

サークル名 会　場 開催日 時間
うどんの会 八王子・他 随時
詩吟の会 向丘地域活動センター 第1･3金曜日 13:30～　　　
初級英語
使える基礎再発見 港区生涯学習センター 第1･3水曜日 10:30～12:00

中級英語
会話力の再起動 港区生涯学習センター 第2･4火曜日 13:30～15:00

フラダンス 自由が丘スタジオ他 月・木曜日 通常どおり
何でも話そう
日曜昼食会 未定 第4日曜日 11:30～14:00

ハンドベル 用賀教会 第2･4金曜日 13:30～　　　
吹矢 錦糸町・本部 第2･4金曜日 12:45～　　　
大人のアート 未定 　 　
初めての俳句 武蔵野プレイス3F 第3火曜日 13:30～　　　
iPad交流会 武蔵野プレイス4F 第1金曜日 13:30～　　　

サークル一覧サークル一覧

一
九
六
四
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
通
訳
の
思
い
出

同
時
通
訳
者
・「
民
間
外
交
サ
ー
ク
ル
」
指
導
者　

日
吉 

慶
子

　
一
九
六
四
年
十

月
十
日
の
開
会
式

を
目
前
に
、
東
京

は
突
貫
工
事
の
建

設
ラ
ッ
シ
ュ
。
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
の
営
業
開
始
は
六
四
年

九
月
一
日
、
新
幹
線
開
通
は
ギ
リ
ギ
リ
の
十

月
一
日
。
駒
沢
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

設
置
に
伴
う
二
四
六
号
線
の
整
備
も
こ
の
頃

で
し
た
。

　
一
九
六
四
年
九
月
、
二
度
目
の
ア
メ
リ
カ
留

学
か
ら
帰
国
し
た
と
き
に
は
J
O
C
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
通
訳
は
採
用
が
終
わ
っ
て
お
り
、
私

は
I
C
U
（
国
際
基
督
教
大
学
）
で
採
用
試

験
を
行
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
放
送
局
の
通

訳
に
採
用
さ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
前
か

ら
テ
レ
ビ
局
の
カ
メ
ラ
ク
ル
ー
付
き
の
通
訳
と

し
て
、
日
本
文
化
の
紹
介
や
入
賞
し
た
イ
ギ

リ
ス
選
手
へ
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
手
配
や

通
訳
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
通
訳
を
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
憶
と
し
て
深
く

瞼
に
焼
き
付
い
て
い
る
の
が
、
国
立
競
技
場
の

報
道
関
係
者
席
で
見
た
マ
ラ
ソ
ン
の
ア
ベ
ベ
選

手
。
優
勝
テ
ー
プ
を
切
っ
た
直
後
、
倒
れ
込

む
ど
こ
ろ
か
余
裕
綽
綽
で
整
理
体
操
を
し
て

い
た
姿
で
す
。「
裸
足
の
王
者
ア
ベ
ベ
」
は
、

東
京
大
会
で
は
プ
ー
マ
社
製
の
シ
ュ
ー
ズ
を

サ
ー
ク
ル
紹
介
②

新
サ
ー
ク
ル
の
ご
案
内

履
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
て
鬼
塚
タ
イ

ガ
ー
社
は
、
世
界
的
企
業
と
の
企
業
力
の
差

を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
一
九
六
四
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
Ｉ
Ｄ
ら
し
き
も
の
さ
え
下
げ

て
い
れ
ば
何
処
に
で
も
入
れ
る
く
ら
い
緩
く
、

通
訳
も
私
の
知
る
限
り
学
生
中
心
。
I
C
U
は

水
泳
と
馬
術
と
い
う
よ
う
に
、
大
学
ご
と
に
担

当
競
技
が
割
り
振
ら
れ
て
い
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
I
C
U
で
は
一
九
六
三
年
の
夏
休
み
か

ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
通
訳
要
員
と
し
て
、
海
外

留
学
や
海
外
生
活
経
験
者
を
対
象
に
同
時
通

訳
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
そ
の
一
人
で

し
た
が
、
そ
こ
か
ら
更
に
訓
練
を
重
ね
、
そ
の

中
か
ら
数
多
く
の
優
秀
な
同
時
通
訳
者
が
誕

生
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当

時
は
ま
だ
通
訳
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
も
な
い
時
代
。

通
訳
が
職
業
と
し
て
注
目
さ
れ
始
め
た
の
も

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
お
蔭
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
T
O
K
Y
O
2
0
2
0
に
大
き
な
影
を

落
と
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
。

一
日
も
早
く
沈
静
化
し
、
無
事
開
会
の
日
を

迎
え
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
『
民

間
外
交
サ
ー
ク
ル
』
の
メ
ン
バ
ー
も
海
外
か

ら
日
本
を
訪
れ
る
皆
さ
ま
を
お
も
て
な
し
し

た
い
と
、
毎
回
楽
し
み
な
が
ら
英
語
の
勉
強

に
励
ん
で
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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一
昨
年
十
二
月
、
八
王
子
で
吟
行
句
会
を

開
催
し
て
『
新
老
人
の
会
東
京
・
初
め
て
の

俳
句
』
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
気
が
付

け
ば
早
一
年
余
が
過
ぎ
、
毎
月
第
三
火
曜
日

の
午
後
、
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
三
階
で
、「
新
老

人
の
会
」
の
会
員
に
加
え
、
地
域
の
有
志
に

も
ご
参
加
頂
き
、
現
在
出
席
十
三
、
四
名
、

出
句
五
十
句
前
後
で
、
和
気
藹
々
の
活
気
あ

ふ
れ
る
句
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

 

（
飛
鳥 

蘭
）

以
下
、「
新
老
人
の
会
」
会
員
の
近
詠

大
寒
の
へ
リ
の
飛
び
立
つ
軍
事
基
地	

晶
子

小
春
日
や
今
思
ひ
つ
き
い
ま
忘
れ	

夢
子

ワ
イ
ン
干
す
喪
の
明
に
し
て
寒
の
明	

明
子

梅
の
香
や
新
妻
連
れ
て
孫
来
た
る	

コ
ッ
コ

湯
上
り
の
項
へ
道
後
の
春
の
風	

緑

掌
に
祖
母
の
指
ぬ
き
針
供
養	

宏
子

ほ
つ
と
出
て
一
の
灯
と
な
る
春
満
月	

蘭

　
東
京
の
皆
さ
ん
、
わ
が
国
は
今
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
大
問
題
に

な
り
、
正
に
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。

す
で
に
社
会
・
経
済
へ
の
影
響
は
甚
大

で
、
こ
の
未
知
な
る
敵
に
国
民
の
中
に
不
安
と
動
揺
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
た
日
本
に
と
っ
て
、
そ
れ
ま

で
に
ど
う
し
て
も
克
服
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
思
え
ば
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い
サ
リ
ン
事
件
の
折
、
日
野
原
重

明
先
生
は
陣
頭
に
立
っ
て
指
揮
を
執
ら
れ
た
こ
と
が
脳
裏
に
浮

か
び
ま
す
。
聖
路
加
国
際
病
院
は
改
築
の
際
に
、
い
つ
で
も
危

機
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
災
禍

に
日
野
原
先
生
な
ら
ど
の
よ
う
な
対
策
を
提
言
さ
れ
た
だ
ろ
う

か
と
考
え
ま
す
。

　
二
〇
〇
〇
年
に
日
野
原
先
生
に
よ
っ
て
灯
さ
れ
た
「
新
老
人

の
火
」
は
全
国
に
明
る
い
光
と
な
っ
て
輝
き
続
け
て
い
ま
す
。
先

生
の
遺
志
を
継
承
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
今
こ
そ
先
生
の
考

え
方
、
理
念
を
私
た
ち
の
行
動
の
規
範
と
し
て
前
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
す
。

　
先
生
亡
き
後
、
各
地
に
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
会
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。互
い
の
経
験
や
情
報
を
も
ち
寄
り
、連
携
を
求
め
て「
新

老
人
の
会
」
全
国
連
絡
会
を
次
の
副
代
表
、
事
務
局
の
方
々
と

共
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
全
国
の
同
志
が
一
堂
に
集
ま
る
機
会

を
年
に
一
回
は
も
ち
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
お
互
い
の
連
絡

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
各
会
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
会
報
、
お

知
ら
せ
、
な
ど
を
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
新
老
人
の
会
」
全
国
連
絡
会

　
副
代
表
：
吉
田 

修（
奈
良
）、
植
村 

研
一（
千
葉
）、
三
木 

哲
郎（
大
阪
）

　
事
務
局
：
石
清
水 

由
紀
子（
東
京
）

　
Ｈ
Ｐ
「
新
老
人
の
会
」
全
国
連
絡
会　

http://s-renraku.net/

　

一
月
二

十
九
日
、

進
興
ビ
ル

二
階
に
て
、

歌
人
佐
佐

木
頼
綱
先

生
に
よ
る

短
歌
の
講

演
会
を
行

い
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
駆
使
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
先
生
の
お
話
は
、
名
門
佐
佐

木
家
の
一
員
な
ら
で
は
の
内
容
で
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
曽
祖
父
佐
佐
木
信
綱
氏
の

立
ち
上
げ
ら
れ
た
短
歌
結
社
・
竹
柏
会

の
機
関
紙「
心
の
花
」の
創
刊
号（
一
八
九

八
年
）の
モ
ダ
ン
な
表
紙
を
紹
介
。
信
綱

氏
の「
歌
の
も
と
ゐ
は
め
づ
る
心
で
あ
る
」

と
い
う
言
葉
や
、
語
録
の
解
説
が
あ
り

ま
し
た
。ま
た
、短
歌
の
起
源
は
も
と
も

と
祭
り
や
労
働
の
際
に
集
団
で
歌
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た（
文
字
に
残
り
始
め
た

の
は
七
世
紀
）と
し
、国
歌「
君
が
代
」
の

元
と
な
っ
た
和
歌
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
短
歌
の
基
本
構
造
は
、
上
の
句

（
五
・
七
・
五
）
で
情
景
を
描
き
、
下
の

句
（
七
・
七
）
で
叙
情
（
心
情
）
を
描
く

と
言
わ
れ
、
数
首
の
例
を
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。「
清
水
へ
祇
園
を
よ
ぎ
る
桜
月
夜

こ
よ
ひ
逢
う
ひ
と
み
な
う
つ
く
し
き　
与

謝
野
晶
子
」
ま
た
「
我
の
死
で
初
め
て

人
の
死
を
知
れ
る
頼
綱
よ
そ
の
目
見
開

き
て
見
よ　
佐
佐
木
由
幾
…
祖
母
」。

　
「
和
歌
と
短
歌
の
違
い
」で
は
和
歌（
奈

良
～
明
治
）
は
漢
詩
に
対
し
て
倭
歌
（
わ

か
・
や
ま
と
う
た
）と
も
言
い
、短
歌（
明

治
三
十
年
代
～
現
代
）
は
与
謝
野
晶
子
・

正
岡
子
規
・
佐
佐
木
信
綱
ら
の
短
歌
革

新
運
動
以
後
使
わ
れ
始
め
た
と
説
明
。

短
歌
は
「
私
」
を
中
心
に
詠
み
、
作
品

を
通
じ
て
他
者
が
作
者
と
同
様
の
追
体

験
が
で
き
る
よ
う
に
詠
む
。
俳
句
は
季

語
を
中
心
に
詠
み
、表
現
の
対
象
を
「
私
」

か
ら
切
り
離
し
あ
る
が
ま
ま
に
描
写
す

る
、
と
そ
の
違
い
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
各
人
が
短
歌
作
り
に
挑
戦
。

出
来
た
歌
を
ス
ク
リ
ー
ン
と
白
板
に
紹

介
し
、
先
生
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
。
和
や

か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
奥
様
の
佐
佐
木
（
神
戸
）

薫
子
様
（
オ
ペ
ラ
歌
手
）
が
、
信
綱
氏
の

作
詞
さ
れ
た
童
謡
「
夏
は
来
ぬ
（
一
八
九

六
年
）」
の
一
番
か
ら
三
番
ま
で
を
歌
い

あ
げ
て
く
だ
さ
り
締
め
と
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、
当
日
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ
た

画
像
の
紙
コ
ピ
ー
を
ご
所
望
の
方
は
事

務
局
ま
で
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

■発足記念フォーラム　６月21日㈰
■各種催し　年間４回
■健康講座　10 ～ 11月
■会報の発行　1月、4月、7月、10月
■社会貢献活動　
　　「いのちの授業」　随時
　　「患者ボランティア」　随時
■野外散策・歴史探訪　未定
■見学・美術館・観劇　未定
■他会との交流・バスツアー　未定
■各種サークル活動　毎月

2020年 年間活動計画

『
短
歌
の
楽
し
み
方
と
つ
く
り
方
』

　
講
師　
歌
人　

佐
佐
木 

頼
綱
先
生

報告

危
機
を
乗
り
き
る
た
め
、
心
を
一
つ
に

「
新
老
人
の
会
」
全
国
連
絡
会　
代
表　

小
山 

和
作

（
熊
本
「
新
老
人
の
会
」
会
長
）

『
初
め
て
の
俳
句
』
の
会

サ
ー
ク
ル
紹
介
③
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個人・家族会員� 5,000円
賛助会員� （一口）10,000円

■発行所　日野原重明記念「新老人の会」東京　〒102-0082 東京都千代田区一番町29-2 一番町進興ビル４階
　TEL：080-7310-5050（平日10:00～15:00）FAX：03-3265-1909　　■発行人　石清水由紀子　　■編集責任者　五百木幸子　　■印刷　佐川印刷株式会社

「新老人の会」東京

会員募集中！
年�会�費

●本誌編集中も新型コロナウイルス感染状況が刻々と厳しさを増しておりま
す。一日も早い収束を祈りつつ発送させていただきます。
●年会費納入のお願い：3月25日現在227件の納入をいただいておりますが、
まだの方はぜひお願いいたします。
●ホームページ更新のお知らせ：今後も活動の予告や報告をアップしていきま
すので、ぜひご覧ください。　https://www.shinrojin.com

お 知 ら せ

2020年　会員数280人（227件）
2019年　会員数489人（397件）

日野原重明記念「新老人の会」東京
発足1周年記念フォーラム

武庫川女子大学国際健康開発研究所所長／京都大学名誉教授／当会顧問

家森幸男先生

会　場：ホテル・ルポール麹町（麹町駅or永田町駅から徒歩約５分）

参加費：1,000円  チケット以外の方は、当日受付でお支払いください

2020年6月21日日13:30～16:00

オープニング
①フラ 宮川ユリ子とフラサークル
②活動報告と開会の挨拶 石清水由紀子
③お祝いのことば 日野原眞紀
④高齢者もＩＴの活用を 牧　　壮

弦楽二重奏
ヴァイオリン：下城（植村）瑠五子／ヴィオラ：植村理一
曲目： ヴァイオリン、ヴィオラのDUO K423（モーツァルト作曲）
 ヴァイオリン、ヴィオラのDUO H313（マルティヌー作曲）
 3つのマドリガル（マルティヌー作曲）

世界的な長寿食の研究者、日野原先生の京都大学医学部の後輩、
当会の顧問として応援してくださっています。

１） 官製ハガキによるお申し込み
 ①氏名（同伴者の連名も可）  ②郵便番号、住所、電話番号　③「フォーラム参加」を
 明記して、6月10日必着で下記宛てお送りください。参加証をお送りします。
２） 「新老人の会」東京 ホームページからお申し込み
 https://www.shinrojin.com
３） チケットの購入
  「新老人の会」東京の事務局または世話人・会員から直接ご購入ください。

〈お問い合せ〉〒102-0082 東京都千代田区一番町29-2 進興ビル４階 「新老人の会」東京　
〈送り先〉電話：080-7310-5050（携帯）  FAX：03-3265-1909  Eメール：t.shinrojin@gmail.com

参加申し込み方法

講演：

植村理一下城（植村）瑠五子

や　も　り ゆ　き　お

る　 い　 こ

※１）２）の参加費は、当日受付でお支払いください。

shinrojin_forum_flyer_202006#.pdf   1   2020/04/01   15:50

● 参加申し込み方法 ●

１）官製ハガキによるお申し込み
　　 ①氏名（同伴者の連名も可）、②郵便番号、住所、電話番号、③「フォー

ラム参加希望」と明記し、６月10日㈬必着でお送り
ください。折り返し参加証をお送りします。

２）「新老人の会」東京　ホームページからお申し込み
　　 https://www.shinrojin.com　　
３）チケットの購入
　　 「新老人の会」東京の事務局または世話人・会員から直接ご購入ください。

　今回は、ご案内チラシにありますように、日野原先生の京
都大学の後輩で世界的な長寿食の研究者、当会顧問の家森幸
男先生を講師にお招きし、アトラクションは植村理一・瑠五
子夫妻の弦楽二重奏です。植村理一氏は、「いきいきライフ
千葉」の代表・植村研一先生のご子息様で、東京でのコンサー
トに日野原先生がよく来てくださったそうです。
　７月18日の日野原先生没後３周年を前に、縁のある方々を
お迎えすることができますこと幸いに思います。ご友人・知
人をお誘い合わせてのご参加を心よりお待ちしております。
今後の新型コロナウイルス感染の状況によっては延期の
やむなきに至ることも予想できます。その場合には、５
月下旬にホームページでお知らせいたしますが、電話・
FAXでのお問い合わせもお受けします。

　幸い年会費収入の範囲で活動することができましたが、
どのような活動にどのくらいの経費がかかるのか？をご
覧いただければと思います。ご質問・ご意見がございま
したら、Eメール（t.shinrojin@gmail.com）FAX、ハ
ガキなどでご連絡ください。
1. 収支� （単位：円）
収入
年会費 2,223,376
物品売上 101,300
フォーラム参加費 514,000
その他の参加費 71,001
利子 17

合　計 2,909,694
支出
会報印刷 382,220
会報送料 202,580
フォーラム開催費用 574,571
映画上映会開催費 136,800
講師謝金 30,000
機器、備品 197,020
印刷費 93,522
通信費 58,623
接待交際費 58,552
クロネコヤマトメール便 14,368
雑費 10,733
消耗品費 7,484
払い込み手数料 4,560
全国連絡会ホームページ管理費    3,180

合　計 1,774,213
収入合計 2,909,694 円－支出合計 1,774,213 円
＝差引残高 1,135,481 円（2020 年度へ繰越）

2. 寄付（基金）
定期預金 3,000,000
普通預金  971,500

合　計 3,971,500
＊寄付収入について
寄付金は臨時の収入であるため、別に予備金（基金）として
計上した。内訳は ①2018年9 ～ 11月に会員有志が日野原
先生の遺品を譲り受け、会員の間でバザーを行った収益金と
その他の寄付971,500円 ②2019年2月に日野原家から「新
老人の会」活動に対して賜った3,000,000円である。

2020年3月2日に関係書類を監査したところ、会計報
告は適正であることを認める。
 監事　　本多　正之
 監事　　関谷　真一

日野原重明記念「新老人の会」東京
発足１周年記念フォーラム

日野原重明記念「新老人の会」東京
2019年度会計報告

（2019年1月1日～2019年12月31日）


